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2025年 1月 28日 

 DHL グローバルフォワーディングジャパン株式会社 

日本貨物航空株式会社 

 

DGF、日本貨物航空 

北海道へ半導体製造装置の航空輸送を無事完遂 

北海道における半導体輸送を通じて、 

北海道の更なる発展と、日本のものづくり産業の発展をサポートしていきます 

 

 
初便到着時 

 

 DHL グローバルフォワーディングジャパン株式会社（以下「DGF」）、と日本貨物航空株式会社（以下「NCA」）は、

新千歳空港へ初の半導体露光装置のチャーター輸送に成功しました。 

蘭アムステルダム・スキポール空港から新千歳空港まで、安全かつリードタイムの大幅な短縮を目指し、 

全 4回のチャーター便を手配しました。 

 

新千歳空港への半導体輸送を支えるために、DGF半導体スペシャリストチームおよび NCAは緊密に連携して準

備を進め、輸送に必要なインフラを整備。さらに、安全で効率的な半導体輸送を実現するための戦略を練り上げ

ました。輸送プロセスの支援を強化するため、他空港からハンドリング経験の豊富なスタッフを派遣し、必要な設

備を移設することで、現場での確実なオペレーション体制を構築しました。これに加えて、特に冬季の厳しい天候

を考慮し温度変化を最小限に抑えるために、グランドハンドリング会社との連携を強化し、航空機からトラックへ
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の積み込み時間を短縮できるようさまざまな対策を講じています。これらの努力により、北海道の過酷な冬の天

候条件下でも、お客様の厳格な要件を満たし、安全かつ効率的な輸送が保証されています。 

 

DHLグローバルフォワーディングジャパン株式会社 代表取締役社長のカールステン・ミカエリスは、「2024年 1

月から 8月までの半導体製造装置販売台数において、日本は前年同期比 17.3%増という高い伸びを示し、同分

野では米国に次ぐ 30%の市場シェアを維持しています。この目覚ましい成長は、日本の高度な製造業と技術革

新を反映していると感じます。また、半導体産業を支える効率的で信頼性の高い輸送ソリューションの重要性も

浮き彫りになりました。日本貨物航空との連携は、日本がこの重要な分野でリードし続けるための重要な一歩で

す。」と述べています。 

 

また、日本貨物航空株式会社 執行役員の渡邊均は、「今回のチャーター便は千歳の厳冬期で、且つ様々なハ

ンドリング上の制約があり、当社としても非常に難易度が高いオペレーションでした。一連のチャーター便の成功

は信頼できる DGF とのハンドリング協力なしには成し遂げる事は出来ず、両社で築き上げたパートナーシップを

誇りに思っています。また、国家プロジェクトともいわれる本プロジェクト輸送の一端を担うことが出来、大変光栄

です。改めて DGFならびに関係会社の皆様の奮闘に感謝いたします。引き続き、NCAはお客様の期待に応えら

れるサービス提供に努めて参ります。」と述べています。 

 

世界的な競争と地政学的な圧力が強まるなか、日本は半導体産業の成長と地方化に注力しています。2020年

から 2030年までに半導体売上高を 3倍の 1,080億米ドル以上にすることを目標に掲げています。したがって、

半導体の技術革新を支えるためには、高感度半導体の効率的な輸送手段を確立することが極めて重要です。 

DGF、NCAは、半導体輸送ニーズに対応したシームレスで安全な航空貨物輸送を構築しています。 

今後も北海道における半導体輸送を通じて、北海道の更なる発展と、日本のものづくり産業の発展をサポートし

ていきます。 

以 上 

 

【DHLの概要】 

DHL – Excellence. Simply delivered. 

DHLは、世界のロジスティクス産業をリードするグローバルブランドです。グループ各部門が提供するサービスは

他の追随を許さない広範囲なポートフォリオを構成しており、国内および国際小包配達から、e コマースの商品配

送、フルフィルメントサービス、国際エクスプレス、陸上・航空・海上輸送、産業別サプライチェーンマネジメントに

までおよびます。世界 220以上の国・地域で 39万 5千人の従業員が、人々とビジネスを確実に繋ぎ、グローバ

ルでサステナブルな貿易の実現を可能にしています。テクノロジー、ライフサイエンスやヘルスケア、エンジニアリ

ング、エネルギー、自動車、そして小売りなど多くの成長産業や市場向けにソリューションを提供し、「世界のロジ

スティクス企業」として位置付けられています。 

DGFは、DHLグループの企業です。グループ全体の 2023 年の売上高は約 818億ユーロに達します。社会と環

境にとってサステナブルなビジネスの実現とその約束を通じて、世界に貢献をしていきます。DHLグループは、

2050年までにロジスティクスにおけるネット・ゼロ・エミッションの達成を目指しています。 
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【NCAの概要】 

NCA は 1985 年に米国線の運航を開始して以来、航空貨物輸送を通じて日本を中心とした国際物流を支え、世

界の社会、経済、文化の発展に貢献すべく、本邦唯一の国際線貨物専門航空会社としてその歴史を刻んでまい

りました。 

「安全が経営の基盤であり、社会への責務である」という NCA 安全理念を胸に刻み、NCA の社是である「誠意、

創意、熱意」をもって社員一人一人がお客様に接し、社会から求められる貨物専門航空会社としての使命を果た

したい、これが私たちの強い思いです。 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

DHLグローバルフォワーディングジャパン株式会社 広報担当：白土  

TEL： 03-6731-4221／E-mail：sayaka.shirato@dhl.com  

 

日本貨物航空株式会社 総務部総務チーム 広報担当  

TEL: 0476-30-3946／E-mail：ncapr@nca.aero 
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